























The study aims to understand how change in temperature and humidity affects our skin’s moisture and oil 
level. Measurement and experiment have been carried out in cooperation with healthy university students to 
elucidate the aforementioned relationship between thermal environment and our skin’s moisture and oil level. 
Moisture and oil level varied from season to season with change in temperature and humidity. 





















































































































調査日程 2017/6/29～7/5 2017/11/30～12/13 
所要時間 12時間半 3時間半 10分 7時間半 
被験者 健康な大学生 
人数 











表 2 測定機器の概要 
①写真 ②機器名 ③型式 ④メーカー 
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Wilcoxonの符号付順位検定 **:p<0.01 *:p<0.05 ✝:p<0.1 n.s.:非有意 














Wilcoxonの符号付順位検定 **:p<0.01 *:p<0.05 ✝:p<0.1 n.s.:非有意 













Wilcoxonの符号付順位検定 **:p<0.01 *:p<0.05 ✝:p<0.1 n.s.:非有意 
図 5 制御なし実測の夏季・冬季の比較（油分量） 
 
表 3 制御なし実測の肌タイプの分類（夏季） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 








   
 
表 4 制御なし実測の肌タイプの分類（冬季） 








  ①、③、⑤ 
＞220 
(Oily) 














水分量は 20分に 1度、油分量は 1時間に 1度測定し、水
分蒸散量は測定していない。冬季実験では、加湿・除湿
実験共に、水分量は 15分に 1度、水分蒸散量は 1時間に
1度、油分量は 2時間に 1度測定した。 
（２）被験者の基本属性に関する集計 
本調査で協力を依頼した被験者は健康な大学生である。
夏季は 15名（男性 10名、女性 5名）、冬季は 17名（男












































図 6 加湿実験・除湿実験のスケジュール 
 
表 5 夏季・冬季の被験者の詳細 
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表 6 除湿実験の肌タイプの分類（夏季・乾燥曝露前） 








 C I、L、O 
＞220 
(Oily) 
   
 
表 7 除湿実験の肌タイプの分類（夏季・乾燥曝露後） 
 ＜30 (Very dry) 30-40 (dry) ＞40 (Normal) 
＜100 
(dry) 








K  C、D 
 
表 8 除湿実験の肌タイプの分類（冬季・乾燥曝露前） 








 C、M  
＞220 
(Oily) 
   
 
表 9 除湿実験の肌タイプの分類（冬季・乾燥曝露後） 








C   
＞220 
(Oily) 
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表 10 冬季実験の肌タイプの分類（湿潤環境曝露前） 








K C I、L、M 
＞220 
(Oily) 
   
 
表 11 冬季実験の肌タイプの分類（湿潤環境曝露後） 








  I、L、M、O 
＞220 
(Oily) 
   
 
表 12 冬季実験の肌タイプの分類（乾燥環境曝露前） 








 C、M  
＞220 
(Oily) 
   
 
表 13 冬季実験の肌タイプの分類（乾燥環境曝露後） 








  O 
＞220 
(Oily) 



































































図 18 冬季実験の経時変化（水分量（額）） 
 
 

























図 19 冬季実験の経時変化（油分量） 
 
 
入室時 3時間後 4時間後 退室時2時間後 5時間後1時間後
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